
『
地
（
知
）
の

拠
点
大
学
に
よ
る

地
方
創
生
推
進
事
業

（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）』
へ
の
参
加

総
務
部
長
補
佐

藤
田

民
子

本
学
は
、
文
部
科
学
省
が
公

募
し
た
「
平
成
２７
年
度
大
学
教

育
再
生
戦
略
推
進
費『
地（
知
）

の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生

推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）』」
に

採
択
さ
れ
た
長
崎
大
学
の
事
業

「
若
者
が
輝
く
、
若
者
で
輝
く

長
崎
創
生
〜
地
方
創
生
人
材
学

士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
」
に
、
長
崎

県
立
大
学
、
長
崎
国
際
大
学
、

長
崎
短
期
大
学
、
長
崎
県
、
長

崎
市
、
佐
世
保
市
と
と
も
に
事

業
協
働
機
関
の
一
つ
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
助
成
事
業
期

間
は
平
成
２７
年
度
か
ら
３１
年
度

ま
で
の
５
年
間
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事

業
は
、
国
の
地
方
創
生
の
動
き

の
一
環
と
し
て
、
地
方
か
ら
首

都
圏
へ
の
人
口
、
中
で
も
若
者

の
流
出
に
よ
り
地
方
の
人
口
減

少
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
学
・
地
方
公
共
団
体
・

企
業
等
が
協
働
し
、学
生
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
就
職
先
を
創
出
・

開
拓
す
る
と
と
も
に
、
地
域
が

求
め
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め

の
教
育
改
革
に
取
り
組
む
大
学

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

長
崎
大
学
を
中
心
と
し
た
当

該
事
業
は
、
長
崎
県
で
は
若
者

の
県
外
流
出
が
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
の

も
と
、
各
大
学
が
事
業
終
了
の

平
成
３１
年
度
ま
で
に
卒
業
生
の

県
内
就
職
率
１０
％
増
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、「
学

生
に
対
す
る
長
崎
の
歴
史
・
文

化
の
教
育
と
医
療
福
祉
分
野
人

材
養
成
の
役
割
を
担
う
」
こ
と

を
目
指
し
、
計
画
的
に
事
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
平
成
２７
年

度
は
①
地
域
志
向
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
革
、②
医
療
・
観
光
キ
ャ

リ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組

織
化
、
③
観
光
ガ
イ
ド
の
検
討
、

④
地
元
企
業
Ｐ
Ｒ
及
び
地
元
就

職
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
た

キ
ャ
リ
ア
支
援
策
の
計
画
、
平

成
２８
年
度
は
①
地
域
志
向
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
、
②
医
療
・

観
光
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施
、
③
観
光
ガ
イ
ド

の
登
録
、
④
地
元
企
業
Ｐ
Ｒ
、

地
元
就
職
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

向
け
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
策
の
計

画
及
び
実
施
、
と
い
う
計
画
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、

計
画
の
成
果
と
し
て
、
平
成
２７

年
度
は
事
業
開
始
の
た
め
の
当

該
事
業
事
務
補
佐
員
の
雇
用
、

設
備
等
の
購
入
、
先
進
事
例
事

業
へ
の
参
加
、
就
職
関
係
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
を
行
い
、

平
成
２８
年
度
は
、
地
域
志
向
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
置
、
長
崎
国

際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

と
連
携
し
た
�
長
崎
さ
る
く
ガ

イ
ド
�
資
格
の
付
与
、
事
業
協

働
機
関
５
大
学
に
よ
る
共
修
授

業
実
施
を
目
的
と
し
た
遠
隔
装

置
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
地
元
企

業
に
よ
る
就
職
説
明
会
等
を
実

施
す
る
等
、
当
該
事
業
の
目
標

達
成
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

大学の新しい動き
長崎純心大学は、大学のモットー「知恵のみちを歩み 人と世界に
奉仕する」に基づいて、地域とともにあり続ける大学を目指し、
地域貢献を実践しながら新たな試みを模索し続けています。

COC＋事業協定書締結式（２０１６．２）

大学の新しい動き
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「
長
崎
さ
る
く
入
門
」

「
長
崎
地
域
研
究
」

児
童
保
育
学
科
准
教
授

岩
瀬

由
佳

平
成
２８
年
度
に
新
た
に
開
講

し
た
科
目
の
中
で
、
地
域
に
つ

い
て
学
ぶ
科
目
の
ご
紹
介
で
す
。

「
長
崎
さ
る
く
入
門
」
で
は
、

長
崎
独
自
の
歴
史
と
文
化
及
び

観
光
に
訪
れ
る
人
に
伝
え
る
方

法
・
態
度
を
実
習
を
通
し
て
学

び
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
授
業
で

一
定
水
準
の
成
績
を
修
め
た
場

合
に
は
、
長
崎
国
際
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
の
「
さ
る
く
ガ
イ

ド
」
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

今
回
、
資
格
を
取
得
し
た
学
生

は
、
５９
名
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
、「
さ
る
く
ガ
イ
ド
」
と
し

て
既
に
活
躍
中
の
学
生
も
い
ま

す
。授

業
で
は
、
事
前
指
導
や
事

後
指
導
を
大
学
で
行
い
、
学
ん

で
き
た
こ
と
に
対
し
て
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
意
見
を
出
し
合
い
、

振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
集
中
講

義
で
は
、「
さ
る
く
ガ
イ
ド
」

を
学
ぶ
た
め
に
、夏
休
み
は「
ま

ち
あ
る
き
」
を
た
く
さ
ん
経
験

し
た
よ
う
で
す
。

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
次
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。『ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
や
銀
行
員

の
方
な
ど
か
ら
、
話
し
方
や
笑

顔
な
ど
、
人
と
接
す
る
と
き
の

大
切
な
こ
と
を
学
び
、
自
分
の

た
め
に
も
な
っ
た
。』『
年
代
の

違
う
人
と
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

一
緒
に
学
ん
だ
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
を
知
り
良
か
っ

た
。』実際

に
、
長
崎
の
ま
ち
を
歩

き
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
や
社
会
的
な
学
び

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

「
長
崎
地
域
研
究
」
で
は
、

長
崎
の
文
化
を
通
し
て
長
崎
の

ま
ち
に
興
味
を
持
ち
、
深
く
知

り
、
愛
着
を
持
ち
、
そ
れ
を
ど

う
生
か
し
て
い
く
か
を
学
び
ま

す
。
テ
ー
マ
ご
と
に
、
講
師
を

お
呼
び
し
た
り
、
体
験
学
習
を

し
た
り
、
そ
の
後
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
意
見
を
深
め
た
り

す
る
学
び
を
し
て
い
ま
す
。
１１

月
に
は
「
丸
山
華
ま
つ
り
（
梅

園
天
満
宮
大
祭
）」
に
参
加
し
、

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
は
、

た
く
さ
ん
の
問
題
提
起
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
行
事
に

係
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
深
く
先
を
考
え
る
い

い
学
び
が
で
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
以
下
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か

ら
。『
自
ら
学
ん
で
実
際
に
体

験
・
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た

今
回
の
講
義
は
、
自
分
の
将
来

に
も
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
い
い
し
、

さ
ら
に
意
欲
が
増
す
も
の
と

な
っ
て
良
か
っ
た
。』『
地
域
活

動
の
現
状
を
知
り
、
自
治
体
の

大
変
さ
も
感
じ
た
。
行
事
を
す

る
時
に
は
、
町
内
外
の
協
力
な

し
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。』

各
テ
ー
マ
の
講
師
の
人
柄
に

触
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
か
ら

の
話
を
聴
く
こ
と
で
、
毎
回
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

様
子
が
レ
ポ
ー
ト
か
ら
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
学
び
に
取

り
組
む
姿
勢
も
熱
心
で
す
。
現

在
１
年
生
で
あ
る
学
生
が
、
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
深
め
、

さ
ら
に
頼
も
し
く
成
長
す
る
で

し
ょ
う
。

純心のニュースを
お届けしています
大学の最新ニュースやイベン
ト情報は「公式ウェブサイト」
でご覧ください。また、「入試
広報課 Facebook」でもさま
ざまな情報を発信しています。

入試広報課 Facebook
https://www.facebook.com/n.junshin

丸山華まつりにおいて

長崎純心大学 公式ウェブサイト
http://www.n-junshin.ac.jp/univ/

さるくガイド資格 授与式（提供 長崎新聞社）
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医
療
と
福
祉
の
多
職
種
連

携
教
育
を
と
お
し
た

地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て

人
文
学
部
長
補
佐

医
療
・
福
祉
連
携
セ
ン
タ
ー
長

潮
谷

有
二

長
崎
純
心
大
学
医
療
・
福
祉

連
携
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン

タ
ー
と
い
う
。）
は
、
長
崎
大

学
医
学
部
と
連
携
し
て
文
部
科

学
省
の「
平
成
２５
年
度
未
来
医

療
研
究
人
材
養
成
拠
点
形
成
事

業
【
テ
ー
マ
Ｂ
】
リ
サ
ー
チ
マ

イ
ン
ド
を
持
っ
た
総
合
診
療
医

の
養
成
」
を
実
施
す
る
た
め
に
、

平
成
２５
（
２
０
１
３
）
年
１０
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、

当
該
事
業
と
し
て
平
成
２５
年
度

よ
り
「
つ
な
ぐ
医
療
を
育
む
先

導
的
教
育
研
究
拠
点
の
構
築－

人
と
人
、
場
と
場
、
ケ
ア
と
リ

サ
ー
チ
を
つ
な
ぐ
総
合
診
療
医

の
養
成
（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
い
う
。）」
と
い
う
両
大
学

の
連
携
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
平
成
２７

（
２
０
１
５
）
年
度
ま
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
文
部
科

学
省
の
中
間
評
価
で
は
、
Ａ
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
テ
ー
マ
Ｂ
に
対
す
る
中
間
評

価
結
果
は
、
評
価
が
高
い
順
に

Ｓ
評
価
は
１
件
、
Ａ
評
価
は
８

件
、
Ｂ
評
価
は
５
件
、
Ｃ
評
価

は
１
件
、
Ｄ
評
価
は
０
件
）。

こ
の
よ
う
な
高
い
評
価
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
平
成

２５
年
の
セ
ン
タ
ー
創
設
以
来
、

セ
ン
タ
ー
教
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
根
気
強
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に

加
え
、
長
崎
大
学
医
学
部
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
、
平
成
２６

年
度
か
ら
の
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
キ
ャ

ン
パ
ス
長
崎
」
や
「
長
崎
地
域

医
療
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
」、
平
成
２７
年
度
か
ら
本
学

に
開
講
さ
れ
た
「
地
域
包
括
ケ

ア
論
」
と
長
崎
大
学
医
学
部
と

の
「
共
修
授
業
」
な
ど
に
、
本

学
学
生
た
ち
が
主
体
的
か
つ
継

続
的
に
参
加
し
、
将
来
を
見
据

え
た
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る

こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
め
て
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
学
生
た
ち
へ
の
本
学
事

務
局
職
員
に
よ
る
献
身
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
は
じ
め
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
論
」
で
の
講

義
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
長

崎
県
内
の
行
政
機
関
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
関
係
者
の
皆

様
、
そ
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
の

最
前
線
に
お
い
て
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実
践
を
展
開
し
て
い
る

本
学
卒
業
生
た
ち
の
大
き
な
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
遂
行
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
特
筆
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

周
知
の
通
り
、
我
が
国
で
は
、

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い

う
、
他
の
先
進
国
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
社
会
経
済
構
造
の

急
速
な
変
化
を
受
け
て
、
社
会

保
障
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
、

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
医

療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的

に
提
供
す
る
た
め
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
目
指

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近

で
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
更
に
深
化
さ

せ
、
そ
の
対
象
を
高
齢
者
に
限

ら
ず
、
全
世
代
・
全
対
象
型
と

す
る
地
域
包
括
支
援
体
制
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て

も
、
当
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん

で
き
た
種
々
の
活
動
は
、
社
会

保
障
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

や
地
方
創
生
と
い
っ
た
こ
と
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
／
地
域
包
括
支

援
シ
ス
テ
ム
構
築
の
実
現
可
能

性
に
つ
い
て
先
駆
的
に
探
究
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

平
成
２９
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
最
終
年
度
で
あ
る
と
と

も
に
、本
学「
現
代
福
祉
学
科
」

が
「
地
域
包
括
支
援
学
科
」
へ

と
名
称
変
更
す
る
節
目
の
年
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

平
成
２９
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
医
療
と
福
祉

に
係
る
多
職
種
連
携
教
育
の「
長

崎
モ
デ
ル
」
と
称
し
て
確
実
に

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
セ

ン
タ
ー
教
職
員
一
同
、
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。教材DVDができました

「長崎発！地域包括ケアシステムの構築」

教育機関等に無料で配布致します。
ご希望の方は
医療・福祉連携センターまで
ご連絡ください。
☎095-842-8787
cmw@n-junshin.ac.jp

平成２８年度 長崎大学及び長崎純心大学共修授業

第４回 長崎地域医療セミナー in GOTO

大学の新しい動き
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入
試
制
度
改
革
へ
の

取
り
組
み入

試
広
報
課
長

甲
斐

秀
二

平
成
２９
年
度
入
試
で
は
、
新

し
い
二
つ
の
入
試
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

地
方
創
生
特
待
生
入
試
の
設
置

で
す
。
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
進
む
今
日
、
長
崎
県
の
１８

歳
人
口
は
加
速
的
に
減
少
し
、

今
後
九
州
で
最
も
減
少
率
が
高

い
県
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
本
学
の
役
割
と
し
て
、

地
元
長
崎
や
地
域
の
発
展
に
貢

献
す
る
人
材
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

本
学
は
人
文
学
部
１
学
部
の

中
に
多
様
な
学
科
を
配
置
し
、

福
祉
、
学
校
教
育
、
幼
児
教
育

や
保
育
、
心
理
支
援
等
地
域
や

地
域
住
民
の
支
援
を
中
心
と
し

た
職
業
に
就
く
、
あ
る
い
は
、

長
崎
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て

の
知
識
を
修
得
し
、
語
学
を
身

に
付
け
、
外
国
人
や
国
内
外
の

観
光
客
に
長
崎
の
魅
力
を
伝
え

る
職
業
に
就
く
等
、
将
来
、
長

崎
や
地
域
貢
献
に
深
く
関
わ
り

を
持
つ
進
路
を
目
指
す
こ
と
の

で
き
る
学
び
が
可
能
で
す
。
こ

の
よ
う
な
学
び
を
活
か
し
、
将

来
の
長
崎
や
地
域
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
強
い
意
思
を

持
つ
学
生
を
迎
え
る
た
め
に
、

今
回
こ
の
よ
う
な
入
試
制
度
を

つ
く
り
ま
し
た
。
入
試
方
法
は
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
受

験
し
た
上
位
２
教
科
２
科
目
の

成
績
と
地
域
志
向
性
を
見
る
個

人
面
接
の
評
価
で
す
。
本
学
の

入
学
定
員
３
０
０
名
の
１
割
に

相
当
す
る
３０
名
の
受
け
入
れ
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
方

創
生
特
待
生
入
試
で
合
格
し
た

場
合
、
入
学
料
、
初
年
度
の
授

業
料
、
教
育
充
実
費
が
免
除
と

な
り
ま
す
。
２
年
次
以
降
も
本

学
が
定
め
た
成
績
基
準
を
満
た

せ
ば
、
授
業
料
、
教
育
充
実
費

の
免
除
、
半
額
免
除
が
継
続
し

ま
す
。
こ
の
入
試
で
入
学
し
た

学
生
が
、
長
崎
を
愛
し
、
長
崎

を
活
気
溢
れ
る
元
気
な
地
域
に

し
て
い
く
人
材
と
し
て
育
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
の
取
り
組
み
は
、
長

期
履
修
学
生
制
度
を
整
備
し
た

こ
と
、
さ
ら
に
編
入
学
試
験
に

お
い
て
、
純
心
女
子
短
期
大
学

（
長
崎
純
心
大
学
短
期
大
学
部

も
含
む
）
の
卒
業
生
に
対
し
て

は
、
入
学
料
の
免
除
お
よ
び
授

業
料
と
教
育
充
実
費
を
半
額
に

し
た
こ
と
で
す
。
文
部
科
学
省

の
報
告
「
社
会
人
の
学
び
直
し

に
関
す
る
現
状
等
に
つ
い
て
」

の
中
の
社
会
人
の
意
識
調
査
に

お
い
て
、
８９
％
が
再
教
育
に
つ

い
て
、「
受
け
た
い
」
ま
た
は

「
興
味
が
あ
る
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
大

学
に
お
け
る
社
会
人
入
学
者
の

割
合
は
、
世
界
と
比
較
し
て
も

非
常
に
低
い
割
合
で
す
。
大
学

で
の
社
会
人
の
学
び
直
し
の
障

害
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
仕

事
を
し
な
が
ら
修
学
で
き
る
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
」
や

「
学
費
が
高
い
」
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
仕
事
に
必
要
な
幅

広
い
知
識
や
、
仕
事
に
活
か
せ

る
免
許
・
資
格
の
取
得
の
た
め

に
、
開
か
れ
た
存
在
と
な
る
べ

き
大
学
の
受
け
入
れ
体
制
が
十

分
に
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
本
学
で
は
、
こ
の
よ
う

な
課
題
が
少
し
で
も
緩
和
さ
れ
、

多
く
の
社
会
人
の
方
々
に
学
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も
入

試
制
度
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

学生による社会活動への協力
学生が十八銀行浦上支店一日支店長、浦上警察署一日署長に就任し、社会活動に協力しました。

2016年12月8日（木） 浦上警察署一日署長

住吉中央公園にて行われた浦上警察署主催「年末防
犯キャンペーン」において、現代福祉学科２年の大久
保梨果さんが「一日警察署長」に任命されました。
キャンペーンは、年末における「犯罪・交通事故の

ない安全で安心なまちづくり」を目的とし、浦上警察
署管内のボランティア団体・地域住民の方々と協力し
て実施されました。防犯グッズを配りながら、特殊詐
欺等への注意を呼びかけました。

2016年12月15日（木） 十八銀行浦上支店一日支店長

年末を控えた防犯対策の一環として、振込詐欺や
ひったくりなどに関する注意喚起を目的に、十八銀行
浦上支店で実施された「地域連携・年末防犯キャン
ペーン」において、比較文化学科３年生の岩永真奈さ
んが「一日浦上支店長」に任命されました。
当日の店内は多数の来店者と報道陣で賑わいました。

来店者にはシスターと学生たちが焼いた「手作りクッ
キー」が、お子様には風船がプレゼントされました。
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